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１．はじめに 

 本研究は、問題文・ユーザデータをデータベース化し、ネットワークを介して利用できるタッチタイ

ピング演習システムの作成を目的としている。 

２．システム構成 

システム構成を図１に示す。クライアントであるタイピング演習部ではサーバから問題文をダウンロ

ードして、ユーザにタイピング演習を行ってもらい、終了した時点で今回の結果を表示する。またサ

ーバに演習データを送信する。サーバ部では受け取ったデータをファイルに書き込む。ユーザは

web ブラウザで、タイピング演習結果を閲覧できる。 

 

 



３．システムの詳細 

タイピング演習部は Microsoft Visual C++ Ver6.0 [１] を用いて Windows アプリケーションとして作

成した。サーバ部にはＣ言語を使用し、CGI プログラムとして作成した。 

３．１タイピング演習部の詳細 

（１）問題文取得 

問題文は単語を区別するため１単語ごとに区切り文字で分けられており、テキスト形式で保存され

ている。サーバにある問題文を取得し、配列に単語を入れていく。サーバにある問題データベース

を変更することで出題する問題文を簡単に変更することができる。 

（２）問題文並べ替え 

乱数を用い、単語の順番をランダムに並べ替える。このことで、ユーザが単語を覚えてしまうことを

極力さけるようにした。 

（３）タイピング演習 

画面に出てくる文字と同じキーをユーザに打ってもらう。ユーザが打ったキーコードを検出し、総キ

ー入力数をカウントする。表示されている文字と違う場合はユーザに間違ったことを伝える。間違っ

た数と A からＺまでのそれぞれの文字に対して間違った数（ユーザの苦手なキーを調べるため）を

カウントする。同じであれば、画面上の文字を隠して次の文字を打ってもらう。 

タイピング演習に時間制限をもたせるために、ユーザが初めてキーを打った時に現在時刻を取得

し、設定した演習時間との和を終了時刻とする。OnTimer 関数で１秒ごとに現在時刻と終了時刻を

比較して終了時刻以上になればキー操作を無効にする。 

（４）データ送信と結果表示 

サーバ部の CGI に結果を送信し、終了画面にする。終了画面では、その回の総キー入力数と間

違った数を表示する。また、外部プログラムを起動する関数を用いてランキングデータを表示する

web ブラウザを起動できるようにした。メニューにある『はじめから』を選択すると再び（２）以降の処

理を行う。 

図２にタイピング演習実行例を示す。 

 

図２．タイピング演習部実行例 



３．２サーバ部の詳細 

（１）データ書き込みＣＧＩ 

タイピング演習部から送信されてきたデータを 新データ用、累計データ用のテキスト形式のファ

イルに書き込みをする。書き込みの際にすでにデータが存在するユーザに関しては、 新データ

ではデータの置き換え、累計データでは加算を行う。累計データでは、ユーザのタイピング演習部

使用回数をカウントする。 

（２）データ表示ＣＧＩ 

書き込まれたデータを読み込み、ＨＴＭＬ形式でブラウザ上に表示する。 新データ表示用と累計

データ表示用がある。 ＨＴＭＬ表示はテーブルを利用し、すべてのデータを閲覧することができる。

累計データ表示例を図３に示す。 

 

図３．累計データ表示例 



４．実験および結果 

 

情報科学科１年生に協力して頂き、本システムを利用してアンケートに答えてもらった。アンケート

回答数は２９人であった。実験中の表示問題はすべて英単語で出題し、タイピング演習の時間は１

分とした。アンケートの結果を表１に示す。 

５．考察 

 表１のアンケートの結果より以下のことがわかる。 

（１）制限時間について：ちょうど良いが約７割であった。この結果から考えて、１分の演習時間はちょうど

良いと言える。 

（２）タイピング演習は楽しめたか：楽しめたという意見と“まあまあ”の意見の合計が全体の約８割を占め

た。この結果より、本タッチタイピング演習システムは楽しめると言える。実際、面白いということは持続す

ることに繋がり、その結果タイピング練習の効果が上がると考えられる。今後このタッチタイピング演習シ

ステムは、この項目においていかに飽きさせない工夫をこらしていくかが重要である。 

（３）結果が自分のタッチタイピング能力を表しているか：“わからない”以外の回答の２６人のうち“表して

いる”“おおよそ表している”、と言う意見が全体の約７割であった。これは、本システムのタイピング演習

結果はある程度の信頼性が得られたことを示している。“少し違う”と言う意見を持った７人の中には、感

想に「文字のローマ字化をして欲しい」、「ひらがなをやって欲しい」などがあり、今回の問題文は英単語

のみであったことに起因すると思われる。 

６．おわりに 

 本研究では、ネットワーク環境におけるタッチタイピング演習システムを作成し、実際に使用して

もらう実験を行った。その結果タイピング演習での本システムの有効性が示された。 

今後追加できる機能として以下のような事が考えられる。 

・問題文の種類を増やす。 

・サーバ部で回数をカウントしているので、それを利用し累計データの平均値でランキングを作成する。 

・書き込み用ＣＧＩで生成した、パスワードをユーザにメールで送信し、個人データの閲覧を可能にする。 
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